
南島原市文化財調査報告書 第24集

野 中 遺 跡

――県営畑地帯総合整備事業（担い手育成型・原尾地区）に伴う発掘調査 ――

2021

長崎県南島原市教育委員会

野

遺
跡



南島原市文化財調査報告書 第24集

野 中 遺 跡

――県営畑地帯総合整備事業（担い手育成型・原尾地区）に伴う発掘調査 ――

2021

長崎県南島原市教育委員会





発刊にあたって

本書には，県営畑地帯総合整備事業（担い手育成型・原尾地区）に伴う南

島原市有家町野中遺跡の発掘調査成果を収録しております。

この調査では，弥生時代の竪穴建物跡や，甕棺墓，廃棄土坑といった遺構

及び弥生土器，縄文土器，磨製石斧など多くの遺物が出土しています。今回

の調査を踏まえ，今後も市内遺跡の研究に邁進する所存です。

また，近年，南島原市内において大型の県営基盤整備事業が継続的に展開

されており，それに伴う緊急発掘調査件数が著しく増加しております。緊急

発掘調査の目的は，事業によって失われる遺跡を記録として残すことにあり

ますが，本来であれば，埋蔵文化財は現地保存が望ましいものです。そのた

め，今後とも事業主体者と十分な連携を図り，最大限遺跡の現地保存に努め

てまいります。

最後となりましたが，本書を刊行するにあたって，発掘調査に従事された

方々をはじめ，地元の方々及び関係機関の皆さまに多くのご協力を頂きまし

た。厚く御礼を申し上げ，巻頭のあいさつとさせていただきます。

令和3年3月31日

南島原市教育委員会

教育長 永田 良二



例 言
1 本書は，野中遺跡（長崎県南島原市有家町原尾名字野中所在）の発掘調査報告書である。

2 調査は，長崎県が事業主体である原尾地区県営畑地帯総合整備事業（担い手育成型・原尾地区）

に伴い実施した。

3 平成16年度の現地調査は，有家町教育委員会が主体となって実施した。平成18年度の現地調査は，

市町村合併に伴い，南島原市教育委員会が調査を引き継ぎ実施した。また，整理調査は，南島原

市教育委員会が主体となって実施した。調査体制は以下のとおりである。

現地調査体制（平成16年度） 有家町教育委員会 教育長 松島 吉郎

教育次長 田出 義正

課長補佐兼社会教育係長 野原 文博

社会教育係 荒木 伸也（調査担当）

（平成18年度） 南島原市教育委員会 教育長 菅 弘賢

教育次長 井口 敬次

文化財課長 田島 健剛

文化財課 主査 荒木 伸也（調査担当）

整理調査体制 南島原市教育委員会 教育長 永田 良二

教育次長 栗田 一政

文化財課長 岡野 博明

文化財課文化財班長 梶原 知治

文化財課文化財班 主事 小川 慶晴（調査担当）

4 現地調査における写真撮影は，荒木が行った。遺構配置図及び個別遺構図の作成は，㈱埋蔵文化

財サポートシステム長崎支店に委託した。航空写真の撮影は，㈲スカイサーベイ九州に委託した。

5 遺物実測図の作成及び製図作業は，㈱プロレリックに委託した。

6 本書に関する遺物，図面，写真等は，南島原市深江埋蔵文化財整理室に保管している。

7 本書の執筆・編集は，小川による。
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第Ⅰ章 地理的・歴史的環境
第1節 地理的環境
野中遺跡は，長崎県南島原市有家町原尾名字野中に所在する遺跡である。野中遺跡を含む南島原市

内の遺跡は，長崎県県央地域から南東に突き出す島原半島を一つの文化圏に属するものとして捉える

ことが多い。

島原半島は，東西約15km，南北約40km，外周は約100kmである。その形状は特異であり，「胃袋

状」，「ソラマメ形」などと形容される。半島最大の特徴としては，中央にそびえる雲仙火山の山々が

挙げられよう。最高峰の平成新山（1，483m）を中心として，普賢岳（1，359m），国見岳（1，347m），

妙見岳（1，333m）等が連なり，これらが作り出した火山灰性の土壌や地形は，現代に至るまで島原

半島における人類の活動に大きな影響を与えている。

半島の周辺は，南岸に接する早崎瀬戸を除き，東岸の有明海，西岸の橘湾など，ほとんどが波の穏

やかな海に囲まれている。特に有明海は筑紫平野や熊本平野，菊池平野などと通じ，古来より海を介

した活発な文化交流がなされている。また，半島北西部は愛野地峡を通じて県央地域と陸続きになっ

ている。

野中遺跡は島原半島の東側，雲仙火山から放射状に伸びる谷筋に挟まれた台地に位置する。遺跡の

標高は約70mである。周辺は緩やかな台地と谷を繰り返す地形であり，台地上の緩斜面を利用した

畑地が一帯に広がっている。

【参考文献】
有家町郷土誌編纂委員会編 1981 『有家町郷土誌』 有家町

「電子国土Web陰影起伏図」（国土地理院）をもとに作成

第1図 野中遺跡位置図（Ｓ＝1/1，000，000）
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第2節 歴史的環境
南島原市内には，現在約190の遺跡が周知の埋蔵文化財包蔵地として存在しており，うち58の遺跡
が有家町内に位置している。以下は，野中遺跡周辺の主要な遺跡について時代ごとに述べる。なお，
旧石器時代，古代を主体とする遺跡は，周辺では確認されていない。
縄文時代では，西鬼塚石棺墓・石棺群，堂崎遺跡，蒲河遺跡が挙げられる。いずれも長崎県学芸文

化課による調査歴がある。西鬼塚石棺墓・石棺群では，支石墓と箱式石棺墓が確認され，一部はマリ
ンパークありえ内に移設復元している。堂崎遺跡，蒲河遺跡は，有明海沿岸の海中干潟に見られる潮
間帯遺跡で，縄文後・晩期土器のほか多くの礫器，石錘が確認されている。
弥生時代の遺跡としては，大苑遺跡，宮野遺跡がある。いずれも大苑地区県営基盤整備事業に伴う

発掘調査が実施されている。大苑遺跡では，弥生時代中期の甕棺墓や柱穴列が確認された。宮野遺跡
では，弥生時代中・後期の土器が主体として検出されている。
古墳時代では，高野古墳，大平古墳などがある。高野古墳は昭和30年代に九州大学が調査しており，

土師器，須恵器，鉄鏃，ガラス玉が出土している。大平古墳は，有家町史跡調査委員会による調査が
行われており，須恵器片を表採している。
中世期には寺院跡や城跡が点在する。寺院跡としては，青龍寺跡や大善寺跡がある。青龍寺は，沖

田畷の戦いに臨む島津軍が本陣とした場所である。大善寺跡は，島原・天草一揆以後に廃された寺院
で，現在の有家町専念寺の前身であるとされている。城跡には大苑城跡，堂崎城跡などがある。堂崎
城跡は，フロイスの『日本史』に記録が残されており，有馬氏一族の居城であったとされる。

【参考文献】
有家町郷土誌編纂委員会編 1981 『有家町郷土誌』 有家町
吉永重人・篠原徳之編 1980 『有家町内における文化財の分布調査』有家町の文化財調査報告書第1集 有家町教育委員会
本多和典編 2018 『大苑遺跡』南島原市文化財調査報告書第12集 南島原市教育委員会
本多和典編 2018 『宮野遺跡』南島原市文化財調査報告書第13集 南島原市教育委員会

「電子国土Web陰影起伏図」（国土地理院）をもとに作成

第2図 野中遺跡周辺遺跡位置図（Ｓ＝1/60，000）
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第Ⅱ章 調査の概要
第1節 調査に至る経緯
平成12年度，長崎県島原振興局（以下振興局）により，有家町原尾地区のほ場整備事業が計画され

た。事業計画は約110ha である。旧有家町教育委員会は振興局の依頼を受け，野中遺跡を含む原尾地

区の試掘・確認調査を実施した。

調査の成果をもとに開発部局と協議・調整を重ねた結果，野中遺跡，山之内遺跡，高原遺跡，木場

遺跡の4遺跡について本調査が必要であると判断した。野中遺跡については，平成16年度，18年度に

本調査を実施した。

第2節 調査方法と調査経過
野中遺跡範囲内において，事業の水路部分及び切土部分を本調査対象範囲とした。調査面積は，

平成16年度が578㎡，平成18年度が919㎡（拡張後）である。表土剥ぎは重機を用いて行った。表土よ

り下層については人力で掘削し，必要に応じて重機を併用した。

平成16年度調査では，調査区をＡ～Ｌの小調査区に分割した。遺構はピット等を複数確認しており，

図化作業や写真撮影による記録を行った。

平成18年度調査では，調査当初に設定した調査区から大きく拡張する必要が生じ，北側に拡張区を

設けている。検出した遺構は実測図作成及び写真撮影による記録を行ったが，拡張区においては調査

期間の都合上，十分な記録作業を行えず，主要な遺構の記録に留まる結果となった。

第3図 本調査区位置図（Ｓ＝1/5，000）

－3－



第4図 土層断面実測図（Ｓ＝1/150）

第Ⅲ章 調査の成果
第1節 土層
野中遺跡で確認した遺物包含層は，黒褐色土層と，明褐色土層の2層であった。なお，層序や層位

名の記録は失われており，土層図の記載には不十分な点がある。

堆積状況は地形の傾斜に沿う形となっており，北西から南東に緩やかに下る。また，包含層からは

弥生時代中・後期，縄文時代後・晩期の遺物が主体として出土している。

第2節 遺構
平成16年度調査・18年度調査ともに，遺構は明褐色土層から検出した。主要な遺構はいずれも平成

18年度調査区から確認しており，竪穴建物跡2基，甕棺墓，廃棄土坑などがある。

－4－
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第7図 1号竪穴建物跡実測図（Ｓ＝1/40）

番号 調査区 器種 部位
色調

胎土 備考
外面 内面

1 Ｈ18‐当初 甕 口縁部 10YR6／4 にぶい黄橙 10YR6／3 にぶい黄橙 角閃石，長石，石英，雲母 煤付着（10YR3／1黒褐）

2 Ｈ18‐当初 甕ヵ 頸部～胴部 10YR7／4 にぶい黄橙 10YR7／4 にぶい黄橙 角閃石，長石，石英 2条の突帯

3 Ｈ18‐当初 壺ヵ 胴部ヵ（突帯部）10YR6／6 明黄褐 10YR7／3 にぶい黄橙 角閃石，長石，石英，雲母

第1表 1号竪穴建物跡出土遺物観察表

第8図 1号竪穴建物跡出土遺物実測図（Ｓ＝1/3）

（1）1号竪穴建物跡
平成18年度調査区の南側で確認された，長方形の竪穴建物跡である。平面プランは長軸3．6m，短

軸2．6m，周溝の深さは最大で約20cmである。遺構内北側では炭化物が集中した範囲を確認した。ま
た，周溝内から弥生土器を確認している。

1～3は弥生土器である。1は甕の口縁部である。端部は丸みを持つ。2は甕の頸部から胴部片か。
断面三角形の突帯を2条施す。上端の平坦面が僅かに残存している。3は壺の胴部片か。突帯があり，
刻目を施している。
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（2）2号竪穴建物跡

平成18年度調査区の北側で確認した竪穴建物跡である。周囲は近現代の削平を受け，遺構の残存状

況は悪かったが，竪穴部の掘り込みは明瞭に確認できた。平面プランは方形であり，北西‐南東軸及

び北東‐南西軸ともに約4．8mである。遺構内からは弥生時代中・後期の土器を確認している。

1～8は弥生土器の甕である。1～4の口縁部の断面形は鋤先状となり，内面に短くつまみ出しを

行う。6は口縁部に穿孔を入れる。7・8は台付甕の脚台部である。

9・10は弥生土器の壺である。9は丹塗りを内外面に施す。摩滅し明瞭でないが，内外面に暗文を

施している。10は頸部が大きく外傾する広口壺であろう。

11は安山岩製の台石である。片面には敲打痕を残す。

第9図 2号竪穴建物跡実測図（Ｓ＝1/60）
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第10図 2号竪穴建物跡出土遺物実測図（1～10：S＝1/3，11：Ｓ＝1/4）
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（3）甕棺墓

弥生時代中期の上甕と下甕で構成される甕棺墓である。後世の削平により遺構の上部は失われ，埋

設角度は不明である。遺構の主軸は北東（N－34°－E）に向け，残存する掘り込みは長軸約80㎝×短

軸約50㎝となる。甕棺の規模から小児用のものであろう。

番号 調査区 器種 石材 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（g）

11 Ｈ18‐拡張 台石 安山岩 13．3 11．9 5．0 931．3

番号 調査区 器種 部位
色調

胎土 備考
外面 内面

1 Ｈ18‐拡張 甕 口縁部～胴部 10YR7／4 にぶい黄橙 10YR7／4 にぶい黄橙 角閃石，長石，石英，雲母

2 Ｈ18‐拡張 甕 口縁部～胴部 10YR8／4 浅黄橙 10YR8／4 浅黄橙 角閃石，長石，石英，雲母，赤色粒子

3 Ｈ18‐拡張 甕 口縁部～胴部 7．5YR7／4 にぶい橙 7．5YR8／4 浅黄橙 角閃石，長石，石英，雲母

4 Ｈ18‐拡張 甕 口縁部～胴部 7．5YR7／4 にぶい橙 7．5YR7／6 橙 角閃石，長石，石英，雲母

5 Ｈ18‐拡張 甕 口縁部～頸部 7．5YR6／4 にぶい橙 10YR5／4 にぶい黄褐 角閃石，長石，石英，雲母，赤色粒子

6 Ｈ18‐拡張 甕 口縁部 10YR5／2 灰黄褐 10YR7／4 にぶい黄橙 角閃石，長石，石英

7 Ｈ18‐拡張 台付甕 脚台部 10YR6／4 にぶい黄橙 10YR5／4 にぶい黄褐 角閃石，長石，石英，雲母

8 Ｈ18‐拡張 台付甕 脚台部 7．5YR8／3 浅黄橙 7．5YR8／3 浅黄橙 角閃石，長石，石英，雲母

9 Ｈ18‐拡張 壺 口縁部 7．5YR7／6 橙 2．5YR5／6 明赤褐 角閃石，長石，石英，雲母 丹塗り，暗文

10 Ｈ18‐拡張 壺 口縁部～頸部 10YR5／4 にぶい黄褐 10YR6／4 にぶい黄橙 角閃石，長石，石英，雲母，赤色粒子

第2表 2号竪穴建物跡出土遺物観察表①

第3表 2号竪穴建物跡出土遺物観察表②

第11図 甕棺墓実測図（Ｓ＝1/20）
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1は甕棺墓を構成する上甕であり，器種は鉢である。剥落しているが，丹塗りを施している箇所が

部分的に確認できる。2は下甕である。器種は台付甕で，口縁部は断面鋤先状となり，内面に短くつ

まみ出す。頸部から口縁端部にかけてやや斜め上方に立ち上がる。また，頸部には断面三角形の突帯

を1条付す。

番号 調査区 器種 部位
色調

胎土 備考
外面 内面

1 Ｈ18‐当初 鉢 一部欠 10YR7／4 にぶい黄橙 10YR7／4 にぶい黄橙 角閃石，長石，石英 丹塗り

2 Ｈ18‐当初 台付甕 一部欠 7．5YR5／3 にぶい褐 7．5YR5／3 にぶい褐 角閃石，長石，石英

第4表 甕棺墓出土遺物観察表

第12図 甕棺墓出土遺物実測図（Ｓ＝1/5）
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第13図 廃棄土坑実測図（Ｓ＝1/20）

（4）廃棄土坑

直径1m程度の円形プランを持つ廃棄土坑である。削平により遺構の残存状況は悪い。遺構残存

部からは弥生土器が出土している。

第3節 出土遺物
（1）土器・陶磁器

縄文時代の土器

1は縄文時代後期の浅鉢口縁部である。波状口縁であり，外面に沈線と細かい刻目を施す。2～5

はタガ状口縁を持つ資料である。2～4は頸部から口縁部がやや内傾し，5は直立する。3は内外面

から焼成後に穿孔を施している。6は砲弾型の深鉢口縁部である。7～13は底部の資料である。7～

12は上げ底であり，13は平底である。14・15は浅鉢の口縁部である。どちらも頸部で大きく外反し，

口縁部は短く立ち上がる。
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第14図 出土土器・陶磁器実測図①（Ｓ＝1/3）
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弥生時代の土器

16～20は弥生時代中期の甕口縁部の資料であり，いずれも口縁部は断面鋤先状であり，内面に短く

つまみ出す。20は口縁部が発達し，頸部下には断面三角形の突帯を1条付す。21は台付甕の脚台部で，

やや小ぶりである。22は頸部から口縁部が直立する直口壺である。外面には丹塗りと暗文を施してい

る。胴部の丹塗りは暗文部分にのみ残存しているが，もとは全面に施していたものが剥落したと考え

られる。内面は指頭圧痕が顕著に残る。23・24は甕もしくは壺の底部である。どちらも平底である。

23は外面に丹塗りを施す。25は鉢である。口縁部は逆Ｌ字状となる。

古墳時代以降の土器・陶磁器

26は土師器である。内外面にケズリによる調整を施す。27・28は須恵器である。27は坏である。28

は外面に自然釉がかかる。蓋か。29・30は土師質土器である。どちらも底部は回転糸切り痕を残す。

29は小皿である。口縁部に煤が付着しており，灯明皿として使用したものと考えられる。30はミニチュ

ア土器である。31は龍泉窯系青磁碗の腰部から高台部である。32は瓦質土器の擂鉢である。

第15図 出土土器・陶磁器実測図②（Ｓ＝1/3）
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番号 調査区 出土層位 器種 部位
色調

胎土 備考
外面 内面

1 Ｈ16‐Ｅ 4層 浅鉢 口縁部 7．5YR5／4にぶい褐 7．5YR5／3にぶい褐 角閃石，石英，雲母

2 Ｈ16‐Ｊ 3層 深鉢 口縁部 10YR7／4にぶい黄橙10YR6／3にぶい黄橙 角閃石，長石，
石英，雲母

3 Ｈ16‐Ｄ 3・4層 深鉢 口縁部 7．5YR5／3にぶい褐 7．5YR5／3にぶい褐 角閃石，長石，
石英，雲母

4 Ｈ16‐Ａ・Ｂ・Ｃ 2．3．4層 深鉢 口縁部 10YR6／4にぶい黄橙 10YR6／4にぶい黄橙 角閃石，石英

5 Ｈ16 － 深鉢 口縁部 10YR6／4にぶい黄橙10YR4／1褐灰 角閃石，長石，石英，
雲母，赤色粒子

6 Ｈ16‐Ａ 4層 深鉢 口縁部 10YR8／6黄橙 10YR8／3黄橙 角閃石，長石，
雲母，赤色粒子

7 Ｈ16‐Ｐ － 深鉢 底部 2．5YR7／4浅黄 2．5YR7／3浅黄 角閃石，長石，
石英，雲母

8 Ｈ16‐Ａ・Ｄ 3・4層 深鉢 底部 7．5YR6／4にぶい橙
10YR5／3にぶい黄褐2．5Y5／3黄褐

角閃石，長石，石英，
雲母，赤色粒子

9 Ｈ16‐Ａ 3層 深鉢 底部 7．5YR6／6橙 10YR6／4にぶい黄橙 角閃石，長石，石英，
雲母，赤色粒子

10 Ｈ16‐Ｌ 3層 深鉢 底部 2．5Y7／3浅黄 7．5YR7／4にぶい橙 角閃石，長石，雲母，
赤色粒子

11 Ｈ16 － 深鉢 底部 10YR8／6黄橙 10YR8／3浅黄橙 角閃石，長石，
雲母，赤色粒子

12 Ｈ16 － 深鉢 底部 7．5YR6／6橙 2．5YR7／3浅黄 長石，雲母，
赤色粒子

13 Ｈ16‐Ｄ 4層 深鉢 底部 10YR7／6明黄褐 10YR6／2灰黄褐 角閃石，長石，
石英，雲母

14 Ｈ16‐Ｅ 4層 浅鉢 口縁部 10YR7／4にぶい黄橙10YR7／4にぶい黄橙 角閃石，石英，雲母

15 Ｈ16‐Ｅ 3層 浅鉢 口縁部 2．5Y5／3黄褐 10YR6／4にぶい黄橙 角閃石，長石，石英，
雲母，赤色粒子 煤付着（10YR3／1黒褐）

16 Ｈ18 － 甕 口縁部～胴部10YR7／4にぶい黄橙10YR7／4にぶい黄橙 角閃石，長石，
石英，雲母 煤付着（10YR3／1黒褐）

17 Ｈ16‐Ｇ 2層 甕 口縁部～胴部10YR6／4にぶい黄橙10YR6／4にぶい黄橙 角閃石，長石，石英，
雲母，赤色粒子

18 Ｈ16‐Ｌ － 甕 口縁部 7．5YR4／3褐 7．5YR6／4にぶい黄橙 角閃石，長石，石英，雲母

19 Ｈ16‐Ｄ 2層 甕 口縁部 7．5YR6／6橙 7．5YR6／6橙 角閃石，長石，
石英，雲母

20 Ｈ16‐Ａ 2層 甕 口縁部 7．5YR6／6橙 10YR5／2灰黄褐 角閃石，長石，石英，
雲母

21 Ｈ16‐Ｋ 3層 台付甕 脚台部 10YR5／6黄褐 10YR4／4褐 角閃石，長石，石英，
雲母，赤色粒子

22 Ｈ16‐Ｈ 2層 壺 口縁部～胴部2．5YR5／4にぶい赤褐7．5YR6／4にぶい橙 角閃石，長石，
石英，雲母 丹塗り、暗文

23 Ｈ16‐Ｅ 2層 壺ヵ 底部 7．5YR6／4にぶい橙 7．5YR6／4にぶい橙 角閃石，長石，
石英 丹塗り

24 Ｈ16‐Ｊ 4層 甕ヵ 底部 2．5YR7／3浅黄 2．5YR6／2灰黄 角閃石，長石，雲母

25 Ｈ18 － 鉢 口縁部～底部10YR7／4にぶい黄橙10YR7／4にぶい黄橙 角閃石，長石，
石英，雲母

26 Ｈ16‐Ｄ 1層 甕 口縁部 7．5YR2／2黒褐 7．5YR6／4にぶい橙 角閃石，長石，
石英，雲母

第5表 出土土器・陶磁器観察表①

第16図 出土土器・陶磁器実測図③（Ｓ＝1/3）
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（2）石器

1は安山岩製のナイフ形石器である。2～10は石鏃であり，いずれも凹基鏃である。2は基部に深

い抉りが入る。3は局部磨製石鏃である。4・5は両側縁に連続的な細かい抉りを施した鋸歯鏃であ

る。8・9の基部は浅い抉りを持つ。10は安山岩製の石鏃であり，他の石鏃に比べ大型である。

11～15は磨製石斧である。11は蛇紋岩製の磨製石斧で，全面を丁寧に研磨する。12～15は安山岩製

であり，いずれも刃部を研磨する。16は安山岩製の礫器と思われる。

17・18は砂岩製の石皿である。17は表裏面に凹部を持ち，18は表面に凹部を有する。19は砂岩を素

材とする台石である。20は砂岩製の砥石で，複数の研ぎ面を持つ。

21・22は敲石である。21は乳棒状の敲石である。端部に使用痕があり，表面に微細なサッカ痕を残

す。石器製作に用いたものか。22は表裏面と側面に潰痕を残す。23は安山岩製の凹石である。側縁に

敲打痕が残る。24は安山岩製の磨石である。表裏面に平滑な面を有する。

番号 調査区 出土層位 器種 部位
色調

胎土 備考
外面 内面

27 Ｈ16‐Ｄ 表土 坏 口縁部 5Y5／1灰 5Y6／1灰 長石

28 Ｈ16‐Ｂ 2層 蓋ヵ 体部 N7／0灰白 N6／0灰 長石，赤色粒子

29 Ｈ16‐Ｄ 1層 小皿 口縁部～底部5YR6／6橙 5YR6／6橙 角閃石，石英，雲母 口縁部に煤付着，
底部回転糸切り

30 Ｈ16‐Ｄ 1層 ミニ
チュア 口縁部～底部5YR6／6橙 5YR6／6橙 長石，雲母，赤色粒子 底部回転糸切り

31 Ｈ16‐Ｃ 表土 青磁 腰部 10Y6／2オリーブ灰 10Y6／2オリーブ灰 －

32 Ｈ16‐Ｄ 表土 擂鉢 体部～底部 10YR6／2灰黄褐 5Y7／1灰白 長石，赤色粒子

第6表 出土土器・陶磁器観察表②

第17図 出土石器実測図①（Ｓ＝2/3）

－16－



第18図 出土石器実測図②（Ｓ＝1/3）
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第19図 出土石器実測図③（17・18・20：Ｓ＝1/4，19：Ｓ＝1/5）
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第20図 出土石器実測図④（21～23：Ｓ＝1/3，24：Ｓ＝1/4）
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番号 調査区 出土層位 器種 石材 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（g）

1 Ｈ16 － ナイフ形石器 安山岩 4．7 2．2 1．0 9．0

2 Ｈ16‐Ａ 4層 石鏃 サヌカイト 2．0 2．1 0．4 0．9

3 Ｈ16‐Ｊ 5層 石鏃 黒曜石 1．8 1．5 0．3 0．3

4 Ｈ16‐Ａ 4層 石鏃 サヌカイト 2．5 1．9 0．4 1．3

5 Ｈ16‐Ａ 4層 石鏃 サヌカイト 3．2 2．0 0．4 1．6

6 Ｈ16‐Ｈ 3層 石鏃 サヌカイト 2．4 1．7 0．3 0．6

7 Ｈ16‐Ｆ 4層 石鏃 サヌカイト 2．5 1．6 0．4 0．8

8 Ｈ16‐Ｂ 2層 石鏃 サヌカイト 2．3 2．1 0．6 1．6

9 Ｈ16‐Ａ 表土 石鏃 サヌカイト 1．4 2．0 0．4 0．8

10 Ｈ16‐Ｊ 4層 石鏃 安山岩 3．8 2．2 0．6 3．4

11 Ｈ16‐Ａ 2層 磨製石斧 蛇紋岩 11．3 6．1 2．6 240．4

12 Ｈ16‐Ｃ 4層 磨製石斧 安山岩 29．8 9．4 2．3 889．9

13 Ｈ16‐Ａ 4層 磨製石斧 安山岩 17．0 7．7 2．2 396．5

14 Ｈ16 － 磨製石斧 安山岩 18．0 7．7 2．7 439．2

15 Ｈ16‐Ａ 4層 磨製石斧 安山岩 16．6 7．3 2．3 425．9

16 Ｈ16‐Ｃ 2層 礫器 安山岩 6．6 8．7 2．7 219．3

17 Ｈ16‐Ａ 4層 石皿 砂岩 17．2 13．9 3．4 764．3

18 Ｈ16 － 石皿 砂岩 11．7 11．7 4．5 717．5

19 Ｈ16 － 台石 砂岩 35．9 27．2 6．6 8980．0

20 Ｈ16‐Ｆ 2層 砥石 砂岩 10．2 8．1 7．6 614．5

21 Ｈ16‐Ｇ 2層 敲石 頁岩 13．7 3．5 3．0 232．7

22 Ｈ16 － 敲石 安山岩 8．3 7．4 2．8 240．6

23 Ｈ16‐Ｄ 2層 凹石 安山岩 9．2 7．1 3．0 222．3

24 Ｈ16 － 磨石 安山岩 11．2 9．5 6．8 1000．0

第7表 出土石器観察表

－20－



図 版





遺跡上空から有明海を望む（北から）

図版1
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平成16年度調査空中写真（写真下が北側）

図版2
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平成18年度調査区南側（北西から）

平成18年度調査区南側作業状況（南西から）

図版3
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平成16年度作業状況①

平成16年度作業状況②

平成18年度測量作業状況

図版4
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1号竪穴建物跡検出状況

1号竪穴建物跡完掘状況

2号竪穴建物跡完掘状況

図版5
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甕棺墓検出状況

廃棄土坑検出状況

廃棄土坑出土遺物

図版6
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縄文土器口縁部出土状況

縄文土器底部出土状況

土器・磨製石斧出土状況

図版7
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磨製石斧出土状況

石鏃出土状況

敲石・磨石出土状況

図版8
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1号竪穴建物跡出土遺物

2号竪穴建物跡出土遺物

図版9
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甕棺墓出土遺物

出土土器・陶磁器①

図版10
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出土土器・陶磁器②

出土土器・陶磁器③

図版11
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出土土器・陶磁器④

出土石器①

出土土器・陶磁器⑤

図版12
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出土石器②

出土石器③
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